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部局間協定校と留学プログラム情報 

 

１．交換留学ができる協定校 

（１）ボン大学 文学部（ドイツ） 

所在地 ：ドイツ ボン 

協定人数：５名まで 

連絡員 ：言語文化学科 大薗 正彦 

     人文Ａ棟 423 ozono.masahiko@shizuoka.ac.jp 

協定校 URL：https://www.philfak.uni-bonn.de/de 

 

ドイツ語の習得、ドイツの歴史・文化の歴史に興味がある人、研究したい人にオス

スメです。ドイツ語を集中的に勉強したい、という人はヴッパータール大学（大学間

協定校）の選択肢もアリ。 

 

 

（２）リヨン第３大学（フランス） 

所在地 ：フランス リヨン 

協定人数：３名まで 

連絡員 ：言語文化学科 安永 愛 

     人文Ａ棟 526 yasunaga.ai@shizuoka.ac.jp 

協定校 URL：http://www.univ-lyon3.fr/fr/ 

 

フランス語のプログラム（ＤＥＵＦ）と、英語のプログラム（ＳＥＬＦ）の二つの

プログラムがあり勉強していきたい言語のプログラムを選びます※1。さらに、５つの

学部から自分が入学したい学部を選択します※2。フランス語だけでなく、海外で専門

分野を学んでみたい人にオススメです。 

※1 英語プログラム（ＳＥＬＦ）は応募基準が高いので注意（TOEIC L&R, S&W で合計 1020 点

以上など）。フランスに関係することを学びたい学生が留学しています。 

※2 Law, Languages, Arts and Civilisations, Philosophy, IAE Lyon School of 

Management 
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（３）国立政治大学 社会科学学院（台湾） 

所在地 ：台湾 台北 

協定人数：２名まで 

連絡員 ：社会学科 大野 旭 

     共通Ｌ棟 307 ohno.akira@shizuoka.ac.jp 

協定校 URL：http://www.nccu.edu.tw/ 

 

10 学部 52 学科 7つの研究センターを擁する台湾有数の総合大学。申込時に７つの

学科から自分が入学したい学科を選ぶことができます※。中国語の授業だけでなく、

英語での授業も多く提供されている。また、中国語を集中的に学ぶマンダリンコース

（有料）があり、初めの３ヵ月はマンダリンコース、残りは授業を受けてみる、とい

ったことも可能です。 

※Economics, Ethnology, Land Economics, Political Science, Public Administration, 

Public Finance, Sociology 

 

 

（４）開南大学 人文社会学院（台湾） 

所在地 ：台湾 桃園 

協定人数：２名まで 

連絡員 ：社会学科 戸部 健 

     人文Ａ棟 221 tobe.ken@shizuoka.ac.jp 

協定校 URL：http://www.knu.edu.tw/bin/home.php 

 

2017 年に新たに協定を結んだ台湾の私立大学で、台湾の中でも日本の大学との交流

に力を入れています。中国語を学ぶことが主で、応用中国語学科の授業をすべて履修

することができます。また、ＩＨＰと呼ばれる全ての授業が英語で行われるセンター

の授業も履修することができます（TOEIC650 以上が必要）。都会（台北）からほどよ

く離れた場所で静かな環境で勉強に励むことができます。 

※Economics, Ethnology, Land Economics, Political Science, Public Administration, 

Public Finance, Sociology 
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２．短期留学プログラムがある協定校 

（１）東華大学 外国語学院（中国） 

所在地 ：中国 上海 

時 期：９月上旬（隔年開催） ２週間程度 

募集人数：１０名程度 

費 用 ：約１０万円 

連絡員 ：経済学科 石橋 太郎 

     共通Ｌ415  ishibashi.taro@shizuoka.ac.jp 

協定校 URL：https://www.dhu.edu.cn/ 

 

 

東華大学の協力の下、中国・上海市を中心に文化・社会・経済について海外研修を

行うとともに、東華大学学生との学習・交流を行うものです。隔年開催で次回は 2021

年に開催予定です（※11/2現時点では開催が未定です）。2019年は、３名の引率者と

共に、中国共産党記念館の見学や蘇州イオンモール・ＪＴＢ上海の訪問・ヒアリン

グ、事前に勉強した２つのテーマで東華大学の学生と討論会をしました。 

 

 

（２）開南大学 人文社会学院（台湾） 

所在地 ：台湾 桃園 

時 期 ：８月中旬 ２週間程度 

募集人数：中国語３名、英語３名 

費 用 ：約１４万円 

連絡員 ：社会学科 戸部 健 

     人文Ａ棟 221 tobe.ken@shizuoka.ac.jp 

協定校 URL：http://www.knu.edu.tw/bin/home.php 

 

開南大学は交換留学の他に夏期短期研修もあります。開南大学側が企画・運営して

くれるプログラムで、日本の協定校から約７０名が参加します。語学研修は、中国語

コースか英語コースの二つを選び、更に初級か中級以上の二つのレベルを選ぶことが

でき、自分のレベルに合ったコースに参加することが可能です。文化体験では、九份

観光やパイナップルケーキ作り体験など、台湾ならではのアクティビティが用意され

ています。 
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（３）マラヤ大学（マレーシア） 

所在地 ：マレーシア クアラルンプール 

時 期 ：２月中旬 ３週間程度 

募集人数：６名程度 

費 用 ：約３０万円 

連絡員 ：法学科 中本 義彦 

     人文Ａ棟 514  nakamoto.yoshihiko@shizuoka.ac.jp 

協定校 URL：http://www.knu.edu.tw/bin/home.php 

 

2018年に新たに大学間協定を結んだ大学。大学間協定ですが、この短期留学プログ

ラムは人文独自のものです。マラヤ大学側が企画・運営してくれるプログラムで、日

本の協定校から数十名が参加します。欧米圏ではなかなか実現が難しい金額で、英語

漬けの３週間を過ごすことができます。午前中は、授業で４つの分野（スピーキン

グ、ライティング、リーディング、グラマー）に沿って行われます。午後は、文化体

験でマレーシアミュージックやダンス、料理、観光などが企画され、充実した３週間

となるでしょう。 

 


